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四国・薩摩・菊池・大宰府と戦いに明け暮れた懐良親王 

戦いの傷跡を今に伝える将軍梅や将軍藤 
 

● 正行討死後、菊池に入る ● 

 懐良親王は、父・後醍醐天皇の命を受け、五條頼元等と

ともに九州制圧に向かう。 

正行は、父の遺訓を護り、正統な吉野朝廷復権に向け黙々

と和睦の道を探るも、北畠親房の主戦論に抗しきれず、1348

年1月、四條畷の戦いに散って逝った。 

一方、1339年、四国・忽那島に入った懐良親王は、苦難

の末、1342年、薩摩・谷山城に入り、谷山で6年の歳月を

費やし、正行が討死した1348年1月、ようやく菊池にたど

り着き、九州征西府構築の第一歩を歩みだす。 

正行と懐良親王が生き、活躍した時代はすれ違う！ 

● 身分差はあるものの、共に大きな苦労 ● 

◆大義名分論と身分差 

 懐良親王と正行には中世絶対的な身分差があった。 

 懐良親王には、いわば九州における君主としての苦労～

上位身分ゆえの苦労があり、正行には、吉野朝に良臣とし

て仕える苦労～下位身分ゆえの苦労があった。 

◆戦いの量と質に大きな違い 

 懐良親王にとって、九州で頼りとする有力な武将は菊池

一族のみで、幕府方の少弐・大友・畠山・島津らの包囲網

を突破しなければならないという軍事的課題がありながら、

自前の親衛軍を持たず、付き従った五條頼元以下の公家に

は土地も財力も武力もなかった。 

 ようやく菊池に入って菊池経営の安定に 14 年の歳月が

かかっている。その後、大宰府征西府を置くが、結果、懐

良親王は戦いに明け暮れた37年を送る。この間、九死に一

生を得た大原野の戦いも。 

 一方、正行は、吉野朝廷を護りながら力を蓄え、実質的

な戦いは、正平2年8月隅田攻めから正平3年1月四條畷

合戦までの、たった半年間でしかない。 

◆組織作りの差 

 懐良親王は、自前の軍隊を持たず、菊池一族や忽那水軍、

山の民らの協力を得て、一から軍隊づくり・組織化を図ら

なければならなかった。 

 また、五條頼元等は、新天地で山の開墾から生活の基盤

づくりを始めなければならず、平地や山裾は、在地の領主

らの勢力範囲であり、山奥深く入り込んでの開墾、集落づ

くりには何年もの年月を必要とした。 

 正行には、正成の遺した精鋭部隊があり、水運・陸運・

辰砂等の地場産業による一定の財政基盤もあった。 

 懐良親王は水軍とともに倭寇貿易で財を成し、菊池では

「正平御免革」を製品化するなど、土地ではなく、銭で武

士を養うという新しいスタイルも作った。 

 以下2つの資料は、例会の学習で使ったもの。 
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■懐良親王・五條一族・菊池一族の関係年表 

 

 

 

 （文責『四條畷楠正行の会』代表 扇谷昭） 


